
税関発足 150 周年に寄せて

　この度は税関発足 150 周年を迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。

　税関は明治５（1872）年の発足以来、諸外国との最前線において関税等の徴収を通

じて国家財政に貢献するとともに、輸出入手続を通して貿易秩序の維持、発展に努め

られてこられました。心から敬意を表したいと思います。

　通関業のルーツは明治 34（1901）年に施行された「税関貨物取扱人法」ですが、当

時豪州のカストムス・エージェントに範をとって規定されたことが記録されています。

この時から通関業は税関のパートナーとして適正かつ迅速な通関手続の確保に努めて

きたことになります。これも偏に財務省関税局・税関のご理解とご協力によるものと、

全国の通関業者を代表して感謝を申し上げる次第です。

　去る令和２（2020）年、関税局は「スマート税関構想 2020」を公表し、さらに令和

４（2022）年 11 月、「スマート税関の実現に向けたアクションプラン 2022」を発表し

ましたが、この中で 20 年後、30 年後においても更なる国民の期待に応えるため世界

最先端の税関を目指すことを宣言されました。日本通関業連合会としても「世界最先

端の税関」のパートナーとして世界に誇れる業界を目指したいと思っておりますので、

今後ともご支援、ご指導をお願い申し上げるとともに、財務省関税局・税関の一層の

ご発展と皆様方のご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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　税関発足 150 周年おめでとうございます。

　税関は、明治５（1872）年にその前身である運上所から名称を「税関」と改めて以来、

日本の健全な発展と安全・安心な社会の実現に大きな役割を担ってきました。その間、

日本経済の高度成長、グローバル化の進展など税関を取り巻く環境は急激に変化しま

したが、情勢変化に的確に対応して、夫々の時代の中で使命を果たしてきました。今

日では「安全・安心な社会の実現」、「適正かつ公平な関税等の徴収」、及び「貿易の円

滑化」の 3つの使命に加え、開発途上国税関の改革・近代化にも積極的に貢献し、世

界最先端の税関を目指していることは大変心強く感じています。

　令和２（2020）年に「スマート税関構想 2020」を取りまとめ、昨年には「スマート

税関の実現に向けたアクションプラン 2022」を公表し、今後も国民の安全と安心を守

り続けながら、豊かな未来の実現に向けて大きな役割を果たされることを期待してい

ます。

　私ども日本関税協会は、昭和 24（1949）年 10 月に「財団法人」として設立以来、70

年以上にわたり税関と共に歩んで参りました。世界経済を取り巻く状況が急速に変化

しつつある中で、当協会は今後とも税関と協力しながら貿易の円滑化に資する関税政

策や税関行政に関する事業展開をして参る所存です。

　終わりに、重ねて発足 150 周年の盛事を祝福申し上げますとともに、税関の益々の

ご発展とご多幸を祈念申し上げます。
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